
無
病
息
災
を
願
う

　

左
義
長
・
ど
ん
ど
焼
き

ご
家
庭
の
し
め
飾
り
を

左
義
長
・
ど
ん
ど
焼
き
に
届
け
ま
す

　

左
義
長
・
ど
ん
ど
焼
き
に
願
い
を
託
し
ま
せ

ん
か
。
し
め
飾
り
な
ど
を
預
か
り
、
御
原
校

区
・
の
ぞ
み
が
丘
小
学
校
区
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
ご
協
力
の
も
と
、
焚
き
上
げ
ま
す
。

受
付
日
時　
１
月
７
日（
木
）〜
15
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
30
分

受
付
場
所

　

平
日
：
商
工
・
企
業
立
地
課（
市
体
育
館
内
）

　

土
日
祝
日
：
お
ご
お
り
情
報
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　
（
イ
オ
ン
小
郡
内
）

注
意
事
項

●
し
め
飾
り
と
書
き
初
め
以
外
は
持
ち
込
め
ま

せ
ん

●
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
左
義
長
・
ど
ん
ど

焼
き
へ
の
地
域
外
か
ら
の
参
加
は
お
控
え
く

だ
さ
い

中
止
が
決
定
し
て
い
る

主
な
年
末
年
始
行
事

●
左
義
長（
日
吉
神
社
）

●
新
春
ぜ
ん
ざ
い
会（
七
夕
神
社
）

●
大
晦
日
か
が
り
火
・
ぜ
ん
ざ
い
会

　
（
祇
園
神
社
）

※

こ
の
他
に
も
、
地
域
行
事
の
開
催
に
関
し
て
、

変
更
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

主
催
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　今回の左義長には、コロナの収束や地域の１年
の安全といった願いも込めています。また、対策
を講じながら伝統行事を続ける姿をとおして、工
夫しだいで逆境を乗り越えられるというメッセー
ジも子どもたちに伝えたいです。

　どんど焼きは、住宅開発でできた新しい地域の
貴重な行事のひとつです。竹を切ったりやぐらを
組んだりと、どんど焼きにはたくさんの人の協力
が欠かせません。コロナ対策をしながら、大切に
受け継いでいきます。

　

左
義
長
・
ど
ん
ど
焼
き
は
、
小
正
月（
１
月
15
日
ご
ろ
）に

開
催
さ
れ
る
火
祭
り
で
す
。
高
く
組
ん
だ
竹
の
や
ぐ
ら
と
、

し
め
飾
り
や
書
き
初
め
に
火
を
つ
け
、
無
病
息
災
や
五
穀
豊

穣
を
祈
り
ま
す
。

　

今
年
、
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
中
止
さ
れ
る
中
、

地
域
の
健
康
と
豊
か
な
一
年
を
祈
っ
て
、
左
義
長
・
ど
ん
ど

焼
き
を
開
催
す
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。
左
義
長
・
ど
ん
ど
焼

き
に
か
け
る
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

問
商
工
・
企
業
立
地
課
商
工
観
光
係
☎
７
２
・
２
１
１
１

御原校区
協働のまちづくり協議会

坂田 朋旦さん
さか　た　　とも  あき

のぞみが丘小学校区
協働のまちづくり協議会

川野 邦彦さん
かわ   の　　くに  ひこ
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